
使用時期

使いきり

タイプで

汚れても安心！

急ぐ時も

手早く簡単に

締められる！

簡単３STEPで 装着 楽チン！

使いきりタイプで 汚れの不安を解消

薄型のベルトで装着時の 違和感を軽減

マザーベルトSUGUが

産後も使う
ベルトは

汚したくない！

寝ている時に
分厚いベルトは
違和感がある…

妊婦さまのベルトを

汚してしまわないか心配…

出産直後は

締める手順が

少ない方がよい！

なぜ産後は骨盤ベルトが必要なの？

いつから始めればいいの？

【引 用】
「褥婦の腰痛の実態と介入　第1報　質問紙調査による腰痛の特徴と関連要因の検討」
「褥婦の腰痛の実態と介入　第2報　産褥リフォームインナー着用指導の効果」
　　母性衛生・第55巻1号（2014）

骨盤輪不安定性腰痛を分娩直後に発症または増悪し
た女性の平均罹患期間が6.9年という報告もあり、腰
痛が遷延する可能性があるにもかかわらず、十分な
介入がなされていない。
産褥リフォームインナーを分娩直後から1ヵ月間正し
く着用することで、産褥期の腰痛が緩和することが
明らかになった。

分娩後早期から
マイナートラブルである腰痛が発生

「分娩直後」からの骨盤ケアが重要とされており、
また広く浸透しています

腰痛あり
妊娠初期 58.9％
妊娠末期 80～90％
1日目 46.3％
5～7日目 52.5～58.5％
1ヵ月目 47.8～55.3％

出産の時は骨盤が緩んでしまった状態！

マザーベルトで骨盤ケア ！

出産直後からしなくても、少し時間が経って、落ち着いてからでも良いので
はと思われる方もいるかもしれません。しかし、分娩直後に『骨盤輪不安定
性腰痛』を発症した女性は、その症状を平均6.9年も患ってしまうという報
告もあります。
るため、早期の取り組みが大事ではないでしょうか。
骨盤ベルトなどの産褥リフォームケアインナーを分娩直後から正しく着用す
ることで、産褥期の腰痛が緩和することが明らかになっています。
出産直後からの早めの骨盤ケアの取り組んでみてはいかがでしょうか？

妊娠期～産褥期の腰痛発症率

産後、腰痛を発症する方は少なくありません。「産後の腰痛発症率」は、（表１）
の通り、産前・産後のどちらにおいても約半数の割合で起こっています。
産後の腰痛には、『姿勢性腰痛』と『骨盤輪不安定性腰痛』の２種類が存在します
。
『姿勢性腰痛』は、お腹が大きくなり身体の重心が通常と変化することによって起
こります。一方『骨盤輪不安定性腰痛』は、エストロゲンやリラキシンなどのホル
モンが、出産に向けて骨盤輪の靭帯を緩ませることにより起こります。
『姿勢性腰痛』の多くは出産後に回復すると言われていますが、『骨盤輪不安定性
腰痛』は出産により悪化しやすく、分娩後3年を経過しても、すべての妊婦の5％に
見られ、妊娠中に腰痛のあった女性については20％に腰痛が長引いているという調
査結果があります。妊娠中に腰痛のあった女性については20％に腰痛が長引いてい
るという調査結果があります。
産後の腰痛の対処法は、腰痛体操や腹筋強化を取り入れた産褥体操などの運動が有
効と言われています。しかし産後に運動療法を毎日実施することは難しいのではな
いでしょうか？　そこで、骨盤の不安定性や関節の緩みに腰部や骨盤を固定するこ
とができる、骨盤ベルトの使用がオススメです。

産後の腰痛の頻度は、右の（表１）の通り、産前・産
後の高い割合で発生しています。
産後の腰痛は、①姿勢性と②骨盤輪不安定性の2種類
が存在。
①とは
②とは
①は回復するが、②は悪化しやすいとう報告がある
　実際のデータ
分娩後の①②は明確に分類しがたいと言われているた
め、②の原因である骨盤の緩みを解消するために妊婦
の骨盤の不安定性や関節の緩みに腰部や骨盤を固定す
ることや妊婦の運動療法時に関節運動を妨げない程度
の腰部の固定は腰痛に有効といわれている⇒ベルトが
必要となります！

骨盤の緩みが腰痛の原因に…
出産後は、骨盤が緩んでしまった状態！

　出産の時は、赤ちゃんが通ることができるような産道にするため、女性ホルモンの影響により、骨盤が少し
緩むようになっています。産後、骨盤の緩みをそのままにしておくと、身体の歪みなどに繋がる可能性があり
ます。骨盤の緩みを締めることは産後の身体を整えるために重要であり、また産後ケアの 1 つとして世の中に
浸透しつつあるものとなっています。

　腰痛は多くの人が抱える悩みですが、産後のお母さんも例外ではありません。
妊娠や出産をきっかけに腰痛が発症したり、またそのまま慢性化してしまうこと
があるのも特徴です（右表）。
　産後の腰痛の原因は、「姿勢性腰痛」と「骨盤輪不安定性腰痛」の２種類です。
「姿勢性腰痛」はお腹が大きくなり身体の重心が変化することによって、一方「骨
盤輪不安定性腰痛」は女性ホルモンが出産に向けて骨盤輪の靭帯を緩ませること
により起こります。

　骨盤の緩みを元に戻すには、骨盤底筋体操や骨盤ベルトの使用などが効果的とされています。お母さんが「身
体の調子がなかなか戻らず元気がない…」「赤ちゃんのお世話に思っていた以上に時間がとられる！」という
場合には、着用するだけで良い骨盤ベルトがオススメです。
　『meetuu（ミーチュ）』は、心と身体へのやさしさを考えたマタニティ＆ベビー用品ブランドです。ママと
ベビーの幸せな出会いをサポートし、出産前後の大切な時間を快適に安心して過ごしてもらうため、本当に必
要なものだけをそろえました。特に『マザーベルト SUGU』は、出産直後のご使用を想定した、汚れても安心
な使い切りタイプの骨盤ベルトです。是非ご活用ください。

　「マザーベルトを着用することで、骨盤の緩みだけ
でなく、産後の腰痛も同時に和らげることができな
いか？」とハクゾウマタニティでは考えていました。
　そこで大学と病院に協力して頂き、骨盤の緩みか
ら起こる骨盤輪不安定性腰痛を対象に、共同研究を
行いました。
　その結果、産褥リフォームインナーを分娩直後か
ら１ヵ月間正しく着用することで、産褥期の腰痛が
緩和することが明らかになりました。
　骨盤の緩みだけでなく、お母さんの QOL 向上を考
え、今後もエビデンスに基づいた
ご提案をさせて頂きたいと思って
おります。

産後の骨盤の緩みに

産後の腰痛にもその2

裏面にご使用方法がございます

出産直後にお使いいただける
使いきりタイプの不織布製
産後用骨盤固定ベルトです

産後は腰痛も…

　産後の腰痛には、腰痛体操や産褥体操などの運動、もしくは腰部や骨盤を固定することが有効と言われてい
ます。しかし、出産後に継続した運動を行うのは難しいのではないでしょうか？　そのため、骨盤ベルトのご
使用をオススメします。
　骨盤ベルトなどの産褥リフォームケアインナーを出産直後から正しく着用することで、産褥期の腰痛が緩和
することが明らかになっています。
　特に『マザーベルト SUGU』は出産直後のご使用を想定した、汚れても安心な使いきりタイプの骨盤ベルト
です。是非ご活用ください。

出産直後に便利な『マザーベルト SUGU』

妊娠中～出産後の腰痛発症率

産
褥
期



使いきりタイプの不織布製 産後用骨盤固定ベルトです

産後用骨盤固定ベルト　マザーベルトSUGU

【素 材】  主生地：ポリエステル  70%、レーヨン  30%

非伸縮性と６cm幅のベルトでしっかりと骨盤を締めることができます
どこでも留めることができ、こまやかなサイズ調整が可能です
薄くて肌ざわりの良い素材で、着用時の違和感を軽減します
清潔な使いきりタイプです
直後パッドと合わせて
ご使用いただけます

上前腸骨棘と大転子の間を締めてください
繰り返し着用する場合は「マザーベルト」を
ご使用ください

適合ヒップサイズ

85cm～105cm

105cm～120cm

M～L

L～LL

使用時期

出産直後
にご使用ください

起毛している方を外側にして、上前腸骨棘（腰の一番

出ている部分のやや下）と大転子（太ももの付け根あたりの

出ている骨）を探し、お尻を包み込むようにして２点間

にベルトを通します

ベルトを前側で交差させて、引っ張ります ご自身で最も良いと思う強さで留めてください

締めるべき位置

使用方法

装着のポイント

適切な強さと位置には個人差がございます。ご自
身で最もよいと思う強さと位置でベルトを締めて
ください。
ベルトが肌に当たって痛い場合は、ショーツ等の
上から着用してください。

使用中に不快な症状を感じた時は、すぐに使用を中止し、医師または助産師
にご相談ください。
ベルトを無理に強く締めすぎないように注意してください。
お肌に異常が現れた場合は、ただちに使用を中止してください。
本来の用途以外には使用しないでください。
繰り返し着用する場合は「マザーベルト」をご使用ください。

じょうぜんちょうこつきょく

だいてんし


